
館 潔彦氏関係経歴 主要な社会的事件

1849年（嘉永2年）4月15日

桑名藩士 館淳夫の長男として出生

1868年（明治元年）

上京

1872年（明治５年）10月3日

工部省入省 測量四等少手

1874年（明治7年）1月24日

工
部
省
時
代

工部省測量司の内務省移管に伴い内務省へ

測量二等少手

1877年（明治10年）1月23日

量地課 地理局へ配置換

1880年（明治13年）6月

全国三角測量部署を定め始める

1882年（明治15年）5月24日

全国測量巡回

内
務
省
時
代

1883年（明治16年）7月

三方原基線を実施

1853年（嘉永6年）

ペリー浦賀に来航

1868年（明治元年）

明治維新

1872年（明治5年）

新橋・横浜間の鉄道開通

1873年（明治6年）

地租改正

1877年（明治10年）

西南戦争

1884年（明治17年）7月7日

内務四等属の辞令

1884年（明治17年）7月15日

内務省所管測量部門を陸軍に移管に伴い参謀本

部へ 陸軍11等出仕

1885年（明治18年）9月～

遠江地方の二等三角点選点

1886年（明治19年）

遠江地方の二等三角点観測

1887年（明治20年）

陸軍六等技師の辞令

1889年（明治22年）

奏任官六等の辞令

1891年（明治24年）7月～

一等三角点選点開始

陸
軍
省
時
代

1885年（明治18年）

太政官制廃止、内閣制度発足

1889年（明治22年）

大日本帝国憲法発布

1905年（明治38年）11月

退官

1927年（昭和2年）6月4日

出身地桑名の自宅で死亡
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解説等
【標準】フォント：ＨG丸ゴシックＭ－ＰＲＯ 60pt（最小48pt）

行間：１行 文字色：黒

写真・地図等キャプション

【標準】フォント：ＨG丸ゴシックＭ－ＰＲＯ ４0pt～7０pt）

サブタイトル（入れる場合）
【標準】フォント：ＨGP創英角ゴシックＵＢ ８０pt～１００pt

文字色：自由

ルビ
【標準】フォント：FGP丸ゴシックCa-U 19pt～

文字色は親字に合わせる

作成範囲は、上下左右に、若干(約１cm程度)空白を
開ける。

この地図の記号

館潔彦氏が選点した一等三角点

その他の一等三角点

館潔彦氏の一等三角点の選点について

館潔彦氏は、明治２４年から明治３４年までの１１年間
に２６３点の一等三角点の選点を行いました。
この図は、館潔彦氏の選点した一等三角点を で表し
ています。
なお、当図ではその他の一等三角点 の一部は入って
おりません。ご了承ください。
（日本全国の一等三角点の数は令和2年現在で、９７４点
です。）

け い ふ



この地図の記号

明治２９年に館潔彦氏が選点した一等三角点

明治３１年に館潔彦氏が選点した一等三角点

明治３２年に館潔彦氏が選点した一等三角点

明治３３年に館潔彦氏が選点した一等三角点

明治３４年に館潔彦氏が選点した一等三角点
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この地図の記号

明治２４年に館潔彦氏が選点した一等三角点

明治２５年に館潔彦氏が選点した一等三角点

明治２８年に館潔彦氏が選点した一等三角点

明治２９年に館潔彦氏が選点した一等三角点

明治３０年に館潔彦氏が選点した一等三角点
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四方山



この地図の記号

明治２４年に館潔彦氏が選点した一等三角点

明治２５年に館潔彦氏が選点した一等三角点

明治２６年に館潔彦氏が選点した一等三角点

明治２７年に館潔彦氏が選点した一等三角点

明治２８年に館潔彦氏が選点した一等三角点
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四方山



この地図の記号

明治２４年に館潔彦氏が選点した一等三角点

明治２５年に館潔彦氏が選点した一等三角点

明治２６年に館潔彦氏が選点した一等三角点
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飯豊山②
7/31 手倉山③

8/25

四方山④8/28 （現在の点名は
黒森山（昭和19年に移点改埋））

半田山⑤
8/30

屏風岳⑥
9/1

中之澤山⑦
9/13

栗子山⑧
9/13

大滝根山⑨
9/25

羽山⑩
9/26

博士山⑪
10/15 高旗山⑫

10/19

三倉山⑬
10/26

二ツ石山⑭
10/30

八溝山⑮
11/1

吾妻山①
7/16

明治24年7月～11月にかけての選点の足取り
常羽三角網

背景：
地理院地図アナグリフ（カラー）

点の記を見ると福島町から吾妻山を目指しており、明治20年
（1887年）には既に上野～福島間の鉄道は開通しているため、
福島駅まで鉄道を利用したものと思われます。（現在の東北本線）
選点の足取りは点の記の記載より矢印のルートを通って行われたと
考えられます。途中、吾妻山選点時には吾妻山から見た吾妻小富士
のスケッチを描いています。
また、屏風岳選点時に熊野岳の頂上付近のスケッチを描いています。
なお、9月13日には中之澤山と栗子山二点を選点していることと
なっているため、かなりのハードスケジュールだったことがうかが
えます。



点の記とは
三角点の戸籍又は、案内図といったものです。見知らぬ場所の三角点で測量をする
際に、測量者は必ず入手して利用します。内容は、点名、所在地、土地の所有者、
測量年月日、三角点までの道順、交通、案内図などで構成されています。

明治時代の旧「点の記」には、付図はついていませんが、道順や水や食料の確保、
人夫の雇用状況など測量に役立つ、たくさんの情報が書かれています。ここに書か
れたことが現在の測量に役立つことはほとんどありませんが、測量だけでなく当時
の様子を知る貴重な資料となっています。

選点年月日：明治24年7月16日
埋標年月日：明治25年11月10日（櫓設置日も同日）
観測年月日：明治26年9月9日～10月7日

選点における経路は福島町（福島市）から町庭坂を通って高湯温泉場ま
で着き、そこから選点地点まで歩いて到着しました。造標の時は福島か
ら水保村櫻本と徴湯温泉を通って吾妻温泉に着き、そこから険しい道を
登って到着したと記されています。
観測の際は、選点場所である一切経山（吾妻山）が噴火し、噴煙のため
作業に支障を来したと記されています。気象庁の資料によるとこの噴火
で火口付近調査中の２名が亡くなったとあります。

一等三角点吾妻山の点の記



一切経山（吾妻山）より吾妻小富士眺望
明治２４（1891）年７月１６日、一切経
山（吾妻山）の選点を行っているので、そ
の際に描いたものと推定されます。

20万分1輯製図福島

現在の地理院地図
丸印の地点から矢印の方向を見て描い
たと思われます。

カシミール3Dで地理院地図の
画像を用いて再現した現在の吾
妻小富士

明治２１（1888）年の20万分１輯製図（右）では、選点場所の一切経山の地図
表記はなく、吾妻小富士の位置関係等も現在の地図とはやや異なります。スケッ
チの中央に福島、忍山（信夫山）と記載されていますが二本松の方です。ただ、
下山途中で測量前の輯製図を用いて方向を確認したためと思われます。
点の記によると一切経山選点後、明治２６年に一切経山が噴火したと記載されて
います。噴煙の中での観測で作業が難航したとあります。



明治21（1888）年の輯製図「仙台」（右）では、選点場所の屏風岳より蔵王
山と注記された場所がどこよりも高そうに表現されています。館師はこのあた
り、北は地蔵岳から南は屏風岳などまでの選点踏査を行ったに違いない、と考
えられます。ちなみに、当時の地図には五色岳の御釜は記されていませんでし
た。

地理院地図３Dより再現した熊野岳

熊野岳
熊野岳

明治24年9月1日、蔵王山南の屏風岳の選
点を行っています。
この絵は、御釜の水面より高く、ほぼ南か
ら北に位置する熊野岳を描いていることか
ら、現在の刈田岳東尾根がスケッチポイン
トと考えられます。熊野岳には、後に二等
三角点が設置されることになりますが、そ
れは明治30年のことでした。

20万分1輯製図 仙台現在の地理院地図
丸印の地点から矢印の方向を見て描い
たと思われます。



選点図三角鎖（網）図

三角鎖（三角網）の図には、以下の２つの観
測網が表現され、１つの一等三角網となって
います。
・常羽三角網本点観測は、明治２６～２７年
・ 〃 補点観測は、明治２６～３１年
観測後の計算過程は、本点網の計算後補点網
を行うことになっています。

一等三角点の選点は２種類あって、本
点と補点の選定です。本点は通常、基
線網の増大点を基としていて、等辺三
角形を選びつつ順次一方に拡張して、
他の基線網から出発した増大点に連結
します。補点は本点との間に選定しま
す。
この常羽三角網は、本点と補点を同

時期に混在して選点を実施しています。
選点地を選ぶにあたって、大日本全図
や20万分１輯製図上で計画した候補地
に実際に選点出来たものと思えます。

三角測量実施の順序は、まず、基線を測定し、これを拡張していって一等三角本点の一
辺を求めます。これに基づいて一等三角鎖（三角鎖：後に、明治39年に三角網と呼称が
統一される）を設置していき、その三角網内に補点以下各点を順次配置し、観測を行っ
ていきます。


